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A．研究地区の背景 
研究分担者が担当する宮城県女川町は、牡鹿半

島基部に位置し、南三陸金華山国定公園地域に指

定される美しい漁港街である。その町は平成 23
年 3 月 11 日の東日本大震災により、住民の約 1
割が死亡または行方不明となり、家屋の約 75％
が全半壊した。また、津波によって地域保健の拠

点である保健センターも全壊し、健診等のすべて

のデータが津波により流失した。そこで、女川町

では、新たな精神保健活動のシステム構築を目指

すことになった。 
 
 

B．支援活動の実施における準備 
 新たな地域保健システムの再構築のあり方を

検討するにあたって、女川町では、鹿児島県ここ

ろのケアチームから提案があった「こころの健康

を支えるポピュレーションアプローチ」を参考に

し、また、こころの健康政策構想会議の提言（平

成 22 年 7 月）を基にしながら、継続的な対策の

あり方について議論を重ねていった。そして、平

成 23 年 11 月、「女川町こころとからだとくらし

の相談センター」を町の拠点に据え、町全体を 8
地区に分けて「サブセンター」を設置し、包括的

な支援を行う仕組みを整えた。 
 こころとからだとくらしの健康相談センター

要旨 
研究分担者が関わる宮城県女川町では、こころの健康構想会議での提言を参考にした地域精神

保健システムを構築し運用している。本年度は、平成 24 年春に新設された災害復興公営住宅「女

川町運動公園住宅」を会場として、聴き上手ボランティア育成研修を行った。また、女川町の保

健スタッフ自身が同プログラムを地域で展開できるようになることを目指して、スタッフ向けの

認知行動療法勉強会を企画した。さらに、女川町では支援者育成研修の修了者が地域でボランテ

ィア活動を展開しているが、修了者を対象にグループインタビューを実施し、地域での活動状況

についてのヒアリングを行った。女川町では、これまで居住してきた仮設住宅を離れて災害復興

公営住宅へ移ったり、新たな土地で居を構えるなど、これまで培ってきた仮設住宅でのコミュニ

ティが再び失われる時期にある。町民同士が顔の見える繋がりを再構築する必要があり、そのた

めにも、行政レベル、町民レベルなどさまざまな支援者育成が必要である。 



には、総合的なコーディネーターの役割や人材育

成などを担う保健師を配置し、サブセンターには

「こころとからだの専門員」として、保健師、看

護師、保育士および介護支援専門員などの資格を

もつ専門職を置き、担当地区の健康相談や家庭訪

問活動、仮設集会所などで開催するレクリエーシ

ョン等の集団活動、介護予防事業をタイアップし

た活動、くらしと健康の情報提供などに従事して

もらうことにした。また、女川町社会福祉協議会

からは、「くらしの相談員」を各サブセンターに

配置できることになり、総合的な相談に対応でき

る体制を整えた。 
 研究分担者らは、平成 23 年 6 月より、支援者

の人材育成に協力し、認知行動療法の視点を織り

交ぜた研修プログラムの作成や実施に協力して

きた。また、住民同士のソーシャルネットワーク

を作り、つながりの中で支え合う環境づくりを目

指して、「聴き上手（傾聴）ボランティア」の育

成にも携わってきた。 
 
 
C．現在構築されている支援体制 
 今年度は、平成 24 年春に新設された災害復興

公営住宅「女川町運動公園住宅」で聴き上手ボラ

ンティアを育成すべく、女川町保健センター健康

福祉課の担当保健師等との検討を重ねて研修プ

ログラムを実施した。 
また、これまでは外部者（研究分担者ら）が研

修講師を担当していたが、女川町の保健スタッフ

自身が同プログラムを地域で展開できるように

なることを目指して、スタッフ向けの認知行動療

法勉強会を企画した。 
 

【宮城県女川町聴き上手研修会】 
回数：計 5 回 
対象：女川町運動公園住宅在住の町民、その他地

区に在住する町民 
各回の内容： 

【第 1 回】 
研修名：女川町こころのケア「第 1 回聴き上手研

修会」 
日時：2014（平成 26）年 7 月 2 日 10:00 - 12:00 
場所：運動公園住宅 
講師：大野裕、田島美幸（国立精神・神経医療研

究センター認知行動療法センター） 
参加者：36 名（20 代 1 人、30 代 1 人、40 代 2
人、50 代 0 人、60 代 8 人、70 代以上 24 人）、

男 8 人、女 28 人 
内容：①聴き上手研修会の目的等の説明、 
②講話「悩みを理解する」、③演習；流れ星エク

ササイズ、傾聴トレーニング 
 
 
 
 
 
 

 
【第 2 回】 
研修名：女川町こころのケア「第 2 回聴き上手研

修会」 
日時：2014（平成 26）年 9 月 10 日 10:00 - 12:00 
場所：運動公園住宅 
講師：大野裕、田島美幸（国立精神・神経医療研

究センター認知行動療法センター） 
参加者： 21 名（20 代 1 人、30 代 1 人、40 代 1
人、50 代 1 人、60 代 5 人 70 代以上 12 人）、男

11 人、女 10 人 
内容：①聴き上手研修会の目的等の説明、②講話

「地域のきずなとこころの健康」、③演習；第一

印象チェック、傾聴トレーニング 
【第 3 回】 
研修名：女川町こころのケア「第 3 回聴き上手研

修会」 
日時：2014（平成 26）年 11 月 5 日 10:00 - 12:00 
場所：運動公園住宅 



講師：大野裕、田島美幸（国立精神・神経医療研

究センター認知行動療法センター） 
参加者：21 名（20 代 1 人、30 代 1 人、40 代 3
人、50 代 1 人、60 代 3 人、70 代以上 12 人）、

男 6 人、女 15 人 
内容：①講話「うつって何？聴き上手って何？」、

②演習「相手の悩みを上手に聴くために～色々な

聴き方を試してみよう～」 
【第 4 回】 
研修名：女川町こころのケア「第 4 回聴き上手研

修会」 
日時：2015（平成 27）年 1 月 14 日 10:00 - 12:00 
場所：運動公園住宅 
講師：大野裕、田島美幸（国立精神・神経医療研

究センター認知行動療法センター） 
参加者：19 名（20 代 1 人、30 代 0 人、40 代 3
人、50 代 3 人、60 代 1 人、70 代以上 8 人）、男

5 人、女 14 人 
内容：①講話「こころが軽くなる気分転換のコツ

～海猫太郎に学ぶ～」、②演習「悩みを抱えて人

の話を聴く」 
また、2015（平成 27）年 3 月 4 日に第 5 回の

研修を予定している。 
 
【女川町保健スタッフ向け認知行動療法勉強会】 
日時：2014（平成 26）年 9 月 10 日、11 月 5 日、

2015（平成 27）年 1 月 14 日、（3 月 4 日は予定）

13: 30 - 15:00 
場所：女川町保健センター 
講師：大野裕（国立精神・神経医療研究センター

認知行動療法センター） 
参加者：女川町保健センターの保健師、精神保健

福祉士、栄養士等 
内容：町民に対して保健スタッフが簡易型認知行

動療法教育プログラムを行えるようになること

を目的に、認知行動療法に関する勉強の場を提供

した。講義だけでなく演習を交えるように工夫し、

各自が抱える日頃の悩みやストレスを感じた状

況を取り上げて、その問題や悩みに対して認知行

動療法の技法をどのように活用することができ

るかについて学び合った。 
 
【女川町第 2 次グループ・インタビュー】 
 女川町で実際にボランティア活動を展開して

いる方々にグループ・インタビューを行い、女川

町における「聞き上手ボランティア」の活動状況、

外部支援者の果たした役割や課題、今後の展望な

どについてヒアリングを行った。 
■女川町第 2 次グループ・インタビュー 
日時：平成 26 年 11 月 27 日(木)13: 30 - 15: 30  
場所：女川町保健センター（宮城県牡鹿郡女川町

鷲神浜堀切山 51−7） 
協力者：「聴き上手さん」の研修を受けた聴き上

手ボランティア(木村和子さん、坂本令子さん、

阿部京子さん、遠藤捷子さん、平塚京子さん、遠

藤悦子さん、木村佳代子さん、梁取礼子さん、佐

藤由理保健師) 
担当者：伊藤順一郎、鈴木友理子（国立精神・神

経医療研究センター） 
グループ・インタビューの内容： 
【テーマ 1】女川町における「聴き上手ボランテ

ィア」の活動状況について 
女川町では、昨年に引き続き、研修修了生が中

心となって「お茶っこ飲み会」を実施した。お茶

っこ飲み会は女川町で実施するだけなく、仙台市

など女川町外に移住した町民に対しても実施す

るなど拡がりを見せている。 
「活動に参加することで自分が成長できる」、

「最近では、ボランティアと気負わずに、みんな

が自然に話してくれるような場を作ろうと思え

るようになった」、「そこに行って、参加者の話を

聞かせてもらうのが楽しみ」という声や、「活動

を通して仮設住宅に移ってばらばらになった地

域の人たちを繋げる効果を感じている」という意

見などが聞かれた。 
また、研修を受けて、ストレスやうつ病につい



ての正しい知識や情報を得たり、傾聴のスキルト

レーニングを受けたことによって、「相手に寄り

添うことを大切にするようになった」、「自分がス

トレスを抱えずに相手の話を聴けるようになっ

た」という感想が聞かれた。具体的には、「頑張

って」と励ますのではなく、まずは、「変わりな

い？」と尋ね、「また来るから」という言葉が自

然に出るようになったり、「最も大切なことは傍

に居ること」と思えるようになったという変化が

語られた。 
【テーマ 2】外部支援者の果たした役割と課題 
 外部からの支援としては、「マンネリ化しない

ためにも、外部から刺激は必要である」という意

見が多く、「訪問の頻度が減ったとしても」、また、

「これまで実施した研修内容の復習でもいいの

で研修を継続して欲しい」という声が挙がった。

また、定期的に研修を受けることで、現場（ボラ

ンティア活動等）で経験したことを振り返り、ス

キルアップしたいというニーズがあるようであ

った。 
 震災後、さらに顕著になった高齢化の現状を踏

まえ、「認知症や高齢者への対応を学びたい」と

いう意見や、「働き盛り層でストレスを抱えてい

る人とのコミュニケーション、失職等により引き

こもりがちの人への対応方法などを学びたい」と

いう意見が聞かれ、特に修了生を対象としたスキ

ルアップ研修では、新たな視点による研修の必要

性があるようであった。 
【テーマ 3】今後の展望 
女川町における復興住宅への移動は、今年から

始まり平成 28 年度に 410 件（予定）とピークを

迎える。「地域のコミュニティ作り」とは、結局

のところ、「身近な人との繋がり作り」である。

復興住宅への移住によって、これまで構築してき

たコミュニティが失われてしまう可能性がある。

また、女川町は宮城県内で高齢化率が第 2 位であ

ることなどを踏まえると、「今後もこれまでの活

動を継続したほうが良い」という意見が多かった。

具体的には、新たに建設された復興住宅内の集会

場を活用して、復興住宅内のお年寄りが立ち寄れ

るようなお茶っこ飲み会を継続的に開催したい

という声も聞かれた。 
また、これまでは仮設に在住する高齢者層を対

象とした会が多かったが、「30－40 代の女性を対

象とした会を始めてみるとよいのではないか？」

という意見も挙がった。しかし、仕事を持って一

人暮らしをしている年齢層に声をかけたいが、名

簿などもなく、どのようにネットワークを作れば

よいか分からないという悩みもあるようであっ

た。 
さらに、「ボランティア活動が地域に根付き、

大きく推進したのは女川町保健センターの支援

が大きく、特に佐藤保健師に背中を押されてここ

まで来ることができた」という意見が多く聞かれ、

行政と町民との密な連携が、被災後の女川におけ

る人材育成や地域活動の活性化に大きく貢献し

たことが伺われた。また、「町民が気軽に集まり、

ボランティアが常設するようなスペースを作る

とよいのではないか」、「生涯教育の出前講座とし

てボランティアが協力することもできるのでは

ないか」という声もあった。 
 
 
D．今後の課題と考察 
被災地では震災後 3 年半が経過し、これまで居

住してきた仮設住宅を離れて災害復興公営住宅

へ移ったり、新たな土地で居を構えるなど、これ

まで培ってきた仮設住宅でのコミュニティを失

い、新たなコミュニティを再編する必要に迫られ

る時期にある。このような過渡期にあって、支援

にあたる専門職自身も、今後、自分たちの町でど

のような支援活動を行えばよいかを模索してい

る状態にある。 
このような現状を踏まえて、今年度は平成 24

年春に新設された災害復興公営住宅「女川町運動

公園住宅」を会場に、聴き上手ボランティア育成



研修を行った。また、女川町の保健スタッフ自身

が同プログラムを地域で展開できるようになる

ことを目指して、スタッフ向けの認知行動療法勉

強会を企画した。 
今年度は、例年の研修時と比較して、男性の高

齢者の参加が多く、例年の同様の演習内容だと課

題が難しすぎてしまう参加者もいて、参加者の反

応をみながら内容を改訂するなどの作業を行っ

た。また、二人組になって行う傾聴の演習時には、

スタッフが制止しても参加者同士の会話が止ら

ないといった場面も見うけられた。公営住宅に移

住して 3 ヶ月程度が経過しても、住宅内の住民同

士の交流が少なく、身近な人とコミュニケーショ

ンを図る場を求めて、本研修に参加した人が多い

ことが推測された。 
そのため、聴き上手ボランティアが 2014（平

成 26）年 8 月 5 日に災害復興公営住宅内で「お

茶っこ飲み会」を開催し、住民同士の相互交流の

促進を図った。このように、研修修了者が聴き上

手ボランティアとして地域で活動することは定

着化しており、どの地区でボランティア活動を展

開する必要があるのかというニーズの把握から、

お茶っこ飲み会の企画・運営までを、地域の保健

師と協力をしながら実施するようになっている。

ボランティアの主体的な活動が地域に根付いた

ことは大きな成果であるといえるだろう。 
また、女川での活動は、他地域にも拡がりを見

せている。今年は、福島県楢葉町の要請を受け、

いわき市の仮設住宅内の集会場等に支援者を集

めて支援者育成を目的とした研修を実施した。来

年度には楢葉町への帰町が始まるため、帰町後の

メンタルヘルスサービス提供の必要性を踏まえ

た研修である。研修修了者からは、「うちの地域

でも、女川町で実施しているお茶っこ飲み会のよ

うな活動を展開したい」という声が聞かれるなど、

女川町でのこれまでの取り組みが、震災後の支援

者育成の一つのモデルになりつつあることがう

かがえた。 

E．結論 
今年度は、平成 24 年春に新設された災害復興

公営住宅「女川町運動公園住宅」を会場に、聴き

上手ボランティア育成研修を行った。また、女川

町の保健スタッフ自身が同プログラムを地域で

展開できるようになることを目指して、スタッフ

向けの認知行動療法勉強会を企画した。 
女川町では、これまで居住してきた仮設住宅を

離れて災害復興公営住宅へ移り、新たな土地で居

を構えるなど、培ってきた仮設住宅でのコミュニ

ティが再び失われる時期に差し掛かっている。町

民同士の顔が見える繋がりを再構築するために

も、それを支える支援者の育成が必要である。 
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